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令和６年度施政方針 

 

令和６年第２回与那国町議会（定例会）の開会にあたり、令和６年

度一般会計予算案をはじめ、各特別会計予算案並びに諸案件を提案し、

ご審議をお願いするとともに、町政運営に取り組む施政方針と、政策

の概要を申し上げ、町民の皆様並びに議員各位のご理解とご協力を賜

りたいと存じます。 

 

はじめに 

多くの町民の皆様の付託を受け与那国町長に就任し、８月から４年

目となります。今年度はこれまで以上に成果を求められる時期である

と強く認識し、行政課題の解決へ向けた対策を強化するとともに、引

き続き「町民の皆様の思いに寄り添い、町民の皆様と対話し、町民の

皆様とともに汗をかく」姿勢を貫き、本町の持続可能な発展と住民福

祉のさらなる向上に、全身全霊を尽くしてまいる所存でございます。 

令和５年度を振り返りますと、猛威を振るった新型コロナウイルス

感染症は、昨年５月、感染症法上の５類に移行したことで、本町の入

域観光客数実績が令和５年４万３６６６人とコロナ以前の状況を取り

戻しました。しかしながら、新型コロナウイルス感染症が町内の各産

業に与えたダメージは大きく、併せて燃料高騰や物価高騰の影響も続

き、いまだに多くの事業者が経営継続に苦慮していることから、令和

５年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した

プレミア商品券及び観光客向けクーポンの発行による地域経済活性化

対策を実施、影響の大きかった生産農家や漁業者に対しては、出荷に

係る輸送経費の支援や家畜導入支援を継続、さらに緊急支援としてサ

トウキビ植え付けに必要な機械器具の導入支援や子牛セリ価格補填補

助、高齢母牛更新に係る支援として助成金条例を制定いたしました。
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農業分野おいては、引き続き重点的に対策を講じてまいります。 

町政運営の最上位計画である与那国町総合計画については、昨年の

１２月議会にて議決していただき、新たに第５次与那国町総合計画を

策定いたしました。２０３５年を展望して作成した基本構想及び基本

計画に基づき今後の行政運営を行うことで質の高い住民サービスの提

供が出来るものと考えております。 

また、平成２９年５月に策定した与那国町国民保護計画においても、

実行性を高めるため、避難実施要領の策定に伴う住民との意見交換や

国との連携による避難訓練を実施してまいりました。去る、２月には

石垣市、竹富町との相互応援を明文化するため「八重山地区武力攻撃

等相互応援協定」を締結することが出来ました。 

 議会との議論を重ねてまいりました新庁舎建設については、去る、

１月の臨時議会において、新庁舎の位置を与那国町字与那国８５４番

地１に決定しました。併せて庁舎建設設計に係る業務にも着手してお

ります。 

 観光振興による地域経済の活性化を目的に計画している与那国町

と台湾花蓮市を高速船で結ぶ「社会実験」については、４月以降へ日

程変更となりましたが予定どおり実施いたしますので、引き続きご協

力お願いいたします。 

 「故 與那覇 しづ 氏」を与那国町名誉町民条例に基づき４人目の名

誉町民として名誉町民称号推挙状授与式を、去る、１月２８日に実施

いたしました。与那国町の今日までの歩みは、地域発展のためにご尽

力下さった方々の賜物によるものであります。多くの先人たちの功績

を糧に本町のさらなる発展のため、より一層気を引き締め、課題解決

に取り組んでまいります。 
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町政運営の基本方針 

１.島の発展につながる基盤整備 

与那国空港の機能拡充と新たな港湾の整備については、これまで同

様に国、沖縄県及び関係各所に対して積極的な要請を継続し、早期の

実現に向けて取り組んでまいります。 

 

２.町民が豊かになる産業の振興 

農業、畜産業、水産業、製造業、建築業、観光・サービス関連産業等

の多くの事業者が、いまだに燃料高騰、物価高騰の影響を受けている

ことから緊急的及び中長期的な支援強化に取り組んでまいります。 

３.健康福祉・子育て・人材育成等支援 

与那国町診療所指定管理者との連携を強化して町民が安心して生活

できる医療環境の充実に取り組んでまいります。また、島内に不在と

なっている歯科医の確保についても全力で取り組んでまいります。 

介護施設、老人ホーム等の施設についても、事業者との連携強化に

より、町民が安心して利用できる体制整備に取り組んでまいります。 

人材不足に起因する課題については、保育士、幼稚園教諭等の資格

取得支援も含めた人材確保対策に取り組んでまいります。 

 

４.島の未来を支える人材支援のため 

国の機関が昨年１２月に公表した将来推計人口によると、本町の生

産年齢人口の減少率は県内で２番目に大きく、２０５０年までの３０

年間で４８．２％も減少するとの結果でありました。今後より一層深

刻化する労働力不足は、地域経済の活力低下を招くことから、人材確

保対策は重要施策として取り組んでまいります。 
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５.次世代へ継ぐ文化・スポーツの振興 

 与那国島の伝統芸能、文化、与那国語（方言）は、島の未来へ継ぐ

べき重要な財産であります。人口減少や様々な環境の変化を踏まえて、

これまで継承を担ってきた自治公民館だけではなく、島内外の新たな

担い手の確保育成にも取り組んでまいります。 

自然災害への対策としての防災公園、町民のためのスポーツ広場、

新たな地域コミュニティの機能等を備えた多目的広場の整備に向けて

取り組んでまいります。 

 

６.町民がイキイキする活動支援 

 島に暮らす人にとっても、島を訪れる人にとっても、島の環境美化

は重要であります。定期的な清掃週間実施による環境美化に併せて、

地域団体等が自主的に取り組んでいる環境美化活動に対しても支援を

行い、行政と町民が協同で島を綺麗にする体制づくりに取り組んでま

いります。 

 

７.笑顔あふれる与那国町役場に変わるため 

町民に対して迅速、確実、丁寧、公平、親切な行政サービスを行う

ためにも、役場職員全員のスキルアップを求めると共に、職員が納得

して働ける職場環境づくりに取り組んでまいります。 

 

以上申し上げました７つの町政運営の基本方針により、迅速、確実、

丁寧、公平、親切な行政サービスを心がけ、町民の福祉の向上と与那

国町の持続的発展のため、これからも全力をあげて町政運営の舵取り

役を全うしてまいる覚悟であります。 

以下、各分野にわたり、順次わたくしの所信を申し上げます。 
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令和６年度施政方針 

１．生活の充実  

①良質な住宅の確保  

公営住宅等長寿命化計画に基づき、公営住宅等整備事業により「久

部良第一団地新築建替工事（1 棟 4 戸）」の建築本体工事に着手して

まいります。併せて、町営住宅の点検強化及び早期の管理・修繕に

より更新コストの縮減及び長寿命化を推進し、快適で安全性を確保

した町営住宅の維持管理に努め良質な住宅確保を進めてまいります。 

また、民間による住宅整備を推進するため、官民一体型・新産業

推進基本計画に基づき、ＰＦＩ等による民間と連携した新事業実施

に取り組んでまいります。現在、国の資産を活用している移住

者支援住宅については、さらに国の資産を 追加活用し整備

してまいります。  

 

②与那国の伝統文化の継承  

生活様式が大きく変化し、価値観が多様化した現代にお

いて、世代をこえて脈々と受け継がれてきた伝統文化を存

続するためには、教育や観光をはじめとする幅広い分野と

の連携、新たな文化産業の創出など、現代社会のニーズに

対応した取り組みが重要になっていることから、与那国島

歴史文化資料館を伝統文化保存継承の拠点として効果的に

活用するため、所管変更も含めた利活用を検討してまいり

ます。  

昨年度に引き続き「与那国島の自然と文化を知るカレン

ダー」作製事業では、与那国島で暮らしてゆくなかで、ぜ

ひ知っておいてほしい知識や情報を盛り込んだカレンダー

を作製し、全世帯へ配布いたします。  

与那国方言「どぅなんむぬい」を普及・啓発するため、

学校や職場、各種行事での「どぅなんむぬい」の使用の推
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令和６年度施政方針 

奨に努めてまいります。また、与那国方言保存継承支援事

業では、町史編纂業務と連携しながら語彙の調査、収集を

集中的に進めており「与那国方言大辞典」（仮称）を言語

編として、町制施行 80 周年となる令和 9 年度に発行でき

るよう取組んでまいります。  

「与那国民謡の文化継承支援事業」では、与那国島で歌

い継がれている多彩な民謡を広く知ってもらうため、民謡

発祥の地に解説板を設置し、 QR コードを読み取ることによ

って、その場で民謡を聞くことができる環境整備を行って

まいります。令和 3 年度に整備した 3 基に加えて、令和 6

年度以降は年度ごとに 5 基ずつ整備を進め伝統文化を活用

したまちづくりを推進してまいります。  

文化財の保存と活用について、島内には、わが国の歴史、

文化を正しく理解するために欠くことのできない「 伝
で ん

サガ

ムトゥ村遺跡」や「島仲村跡遺跡」などの埋蔵文化財が存在

していることから、やむを得ず現状保存できない場合は、調

査を実施し、調査記録や遺物を公開・活用してまいります。  

また、与那国島沿岸の海底には、様々な種類の水中遺跡が

多数存在していることが確認されています。これらの遺跡

の分布状況を把握し、教育や観光の地域資源として活用し

ていくことを検討してまいります。  

 

③島外応援団の拡大  

国が公表した将来推計人口による、今後 30 年間の本町の

生産年齢人口の減少率は 48.2％と、町内の労働力不足は、

より一層深刻化する状況です。 将来に向けて人材確保を図

るためには、島外で活躍する本町出身者又は、関係者の力が

重要になるものと考えております。そのためにも、島外の多
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令和６年度施政方針 

くの地域、様々な業種にて活躍されている郷友会の皆様や

与那国島を気に入って応援してくださる応援団の皆様との

関係構築に努めてまいります。  

 

④国際交流（台湾交流）の推進  

花蓮市との姉妹都市関係及び台湾との関係を発展させ、

地域経済の活性化図るための取組みとして、記念式典の実

施や教育・文化交流の継続、そして高速船事業等に取組んで

いるところでありますが、執行体制の弱さからスピード感

を持った推進が出来ていない状況であります。八重山圏域

においても台湾及びアジア圏との新たな関係を探る動きが

活発になっていることから、本町としても、時代の動きに対

応していけるよう人材確保、体制構築に取り組んでまいり

ます。また、設置が遅れている「国際交流促進対策委員会（仮

称）」については、台湾及び花蓮市側の関係者も委員として

参加いただけるよう調整を図りながら早い時期に設置する

よう努めてまいります。  

町民全体が日常的に花蓮市又は台湾との関係を意識する

ことができるイベントの実施についても、確実に実行でき

るよう関係団体と連携して取り組んでまいります。  

 

２．医療・福祉の充実  

①地域医療・社会福祉の充実  

令和 6 年秋より国民健康保険証の廃止により、マイナン

バーカードを保険証とし利用することが予定されておりま

すが、短期間での切り替えによる町民の混乱が予想される

ことから、国保加入者へのマイナンバーカード申請取得及



 

- 8 - 

 

令和６年度施政方針 

び保険証との紐付けに関して丁寧な情報提供と対応に務め

てまいります。  

また、前年同様に様々な疾患により入院または外来を受

診する国保加入者が増え、医療給付費が増加し財政負担が

厳しい状況にあることから、国保税徴収の強化とともに、

国保加入者への特定健診・住民健診受診の大切さ重要さを

認識してもらうため、特定健診・特定保健指導・保健事業

による健康保持強化へ取り組んでまいります。  

与那国町診療所の運営について、平成 23 年 10 月の指定

管理運営移行後も医師や看護師の確保が困難な状況が続い

ておりましたが、公益財団法人地域医療振興協会との連携

強化により、令和 5 年 6 月から医師 2 名体制となり医師及

び看護師の労働環境の改善を図ることが出来ました。引き

続き、医療体制の維持確保による町民の安心・安全の確保

に取り組んでまいります。  

また、昨年、与那国町唯一の歯科医院が閉院となり歯科

医が不在の状況が続いていることから、地域における歯科

医療提供体制の確保のため、歯科医院の早期の誘致に向け

て取り組んでまいります。更には、歯科医不在により島外

での通院治療を余儀なくされる町民への緊急的支援として

渡航に伴う経済的負担を軽減するため「与那国町歯科医院

に係る渡航費助成事業」により町民の負担軽減に取り組ん

でまいります。  

社会福祉の充実を図るために、町民が心身ともに健康で

安心に暮らせる環境の実現を目指してまいります。  

健康の維持・増進のためには、町民全体の意識の向上と

生活習慣改善への行動変容が必要なため、広報誌やホーム

ページ、 SNS 等の情報発信媒体を活用した、健康に関する
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情報提供や関連イベント及び健康教室等を通した生活習慣

改善のため積極的な情報提供や保健指導を行い、同時に早

期発見・早期治療のための各種健診の受診勧奨に取り組ん

でまいります。  

また、健康寿命の延伸には、高齢期における介護予防が

重要であり、フレイル（虚弱状態）になるのを防ぐため、

社会福祉協議会や地域サロン等と連携を深めながら、高齢

者の社会参加を進め栄養改善や運動機能の維持に取り組ん

でまいります。  

これらの健康づくり施策を総合的かつ計画的に進めるた

め、今年度、市町村健康増進計画「どぅなん健康づくり２

１（第３次）」を策定いたします。  

また、当該計画における、栄養・食生活分野を具体的に

進めるものとして「与那国町食育推進計画（第二次）」に

基づき、地産地消・食文化の継承など多分野との連携によ

る「食育」の推進に取り組んでまいります。  

健康寿命の延伸を目指す一方で、町民一人ひとりが自分

らしく豊かな人生の「最期の迎え方」についても考えてい

く必要があります。昨年度は、誠に遺憾ながら本町におい

て孤独死が複数件確認される事案があったことから、社会

からの孤立、孤独死を防ぐため、行政を中心としたメンバ

ーにて組織する「地域見守り隊」を発足いたしました。

「隣近所の方が困っていないか」、「体調に不安はないか」

といった、お互いに声をかけながら助け合えるあたたかい

地域づくりに取り組んでまいります。  
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②広域的な医療体制の維持  

入院や緊急医療だけでなく、専門的な医療を受ける際も

診療所においては十分な対応ができないため、圏域の高度

医療拠点である県立八重山病院等との連携による医療体制

維持は重要であります。そのためにも、八重山圏域で連携

し県立八重山病院の医療体制維持及び本町への専門医派遣

についても継続していけるよう取り組んでまいります。  

また、地理的不利性への対応として情報通信技術を活用

した遠隔医療システムの導入等も積極的に検討してまいり

ます。  

 

③高齢者福祉の充実  

全国的に高齢化が進む今般、本町においては、高齢化の

進み方は比較的緩やかな状況で、 20 年後の高齢者人口も、

38.9％となっております。しかしながら、人口の 40％近く

が高齢者になると、介護費用等の増加に加え、介護現場の

人材不足がより一層深刻になると予測されるため、心身機

能の改善、特定健康診査の受診率向上、個別の保健指導、

地域によるサロン活動や体操教室による健康に関する情報

提供など、社会参加を呼びかけ町民相互のつながりを大切

に支援し、介護予防に重点的に取り組んでまいります。  

また、高齢者の認知症問題についても、今後増加が見込

まれることから、早期支援や相談体制を整えるとともに、

町民の正しい知識と理解も必要なため、地域啓発の講座や

広報誌を通して広く周知してまいります。支える側、支え

られる側といった概念ではなく、すべての方が住み慣れた

地域で元気に生きがいを持ち、活躍し続けられる場の創出
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や地域行事・活動への参加を支援し、高齢者が自分らしく

明るく楽しく暮らせる環境づくりに努めてまいります。  

 

④障がい者福祉の充実  

障がい者の権利と福祉を保護するために重要な計画で、

社会的な包摂と平等への取組として「障害者計画・障害福

祉計画・障害児福祉計画」の策定が義務付けられておりま

す。本町では障がい者に向けた取組として国が定める３計

画を令和２年度に策定し、障がい者の自立支援と社会参画

の推進を図ってまいりましたが、今年度は「与那国町地域

福祉計画」の見直しの年にあたることから新たな目標、方

策を立て計画書を策定いたします。今後も安定した障害者

福祉に地域住民はじめ官民一体となって取り組んでいくと

ともに、本町の地理的要因等含め近隣市町村との連携・調

整を図り、障がい者福祉の充実のため障害のある人も、な

い人もお互いの個性を尊重しあえる地域共生社会の実現に

向けて取り組んでまいります。  

また「障がい者計画及び第 7 期障がい福祉計画・第 3 期

障がい児福祉計画」についても改定が必要なことから、障

がい者の自立支援と社会参画の推進のため、速やかに策定

できるよう取り組んでまいります。  

 

⑤防疫対策の充実  

人々の生活に多くの影響を与え続けた新型コロナウイル

ス感染症は、 4 年に及ぶ新型コロナウイルス感染症との闘

いを経て、感染症法上の位置付けが季節性インフルエンザ

と同様の 5 類感染症に移行されたことに伴い、様々な活動

やイベント等が復活するなど、コロナ禍前の光景が戻って
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きております。本町においては、これまでに多くの方が新

型コロナウイルス感染症に感染しており、一時は、島内の

感染者を病院へ搬送できない状態が発生するなど、これま

でに経験したことのない事態を体験してまいりました。医

療体制の脆弱な離島地域における様々な課題を多く露出す

ることとなりましたが、依然としてその課題の多くは解決

策が見いだせない状況のままであります。本町としては、

町民の安全だけではなく、観光産業推進によるインバウン

ドも含めた、多くの観光客を安心して受入れるためにも、

この現状課題解決に向けた取り組みが必要であると考え、

去る、２月に「八重山圏域インバウンド受入れを考える地

域円卓会議」を町主催で開催しております。沖縄県、竹富

町、観光産業関係者により、八重山圏域における地域課題

の一つとして、離島における医療体制、感染症に伴う搬送

の課題を確認、共有することが出来たことから、今後は、

新たな感染症等の発生も見据え、現実的な対策及び対応マ

ニュアルの策定に向けて、国や県と連携し、対策を具体的

に示した「感染症予防・実行計画書（仮称）」の策定に向

けて取り組んでまいります。  

引き続き実施している、新型コロナウイルスワクチン接

種の見通しについて、現在の接種費用を全額公費で負担す

る特例臨時接種は昨年度で終了となり、今年度以降は自己

負担により接種が継続される見込みであります。今後、国

から具体的な内容が示され次第、方針をお知らせするとと

もに、接種を希望される方が、引き続き、安心して接種で

きるよう接種体制を整備に取り組んでまいります。  
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３．産業の振興  

①多様な就業機会の充実・島内人材の育成  

第１次産業の担い手確保は、産業振興にとって最も重要

な課題であります。近年急激に第１次産業が衰退する状況

に歯止めをかけるためにも、担い手確保及び育成は、行政

と関係者が一体となって取り組む必要があります。担い手

確保の対策として「農業次世代人材投資事業」や「与那国

町漁業担い手育成プラン実施事業」等を引き続き実施し、

就業機会の充実に併せて、担い手確保及び育成に取り組ん

でまいります。  

また、最近では移住希望者の農業や漁業を始めたいと言

う相談が増えていることもあり、新規就業希望者への情報

提供など行っておりますが、本町の横断的な課題として、

住宅不足があることから、新規就業への阻害要因の一つと

なっております。このような状況を解決する対策として、

各産業共用で利活用できる複合型の新規就業者用住宅の確

保に向けて各課連携して取り組んでまいります。  

 

②農林業の振興  

本町の農業は、近年、担い手不足や農業機械、農業施設

等の更新が進んでおらず、廃業や規模縮小による耕作放棄

や休耕地の増加が加速しており、大変厳しい状況となって

います。このような状況を踏まえて、令和５年に策定した

長期営農計画や農業振興方針等に沿った進捗について審議

する「与那国町農業振興推進委員会」を国・県を巻き込ん

だ組織として発足しましたが、依然として厳しい状況が続

いております。今年度は、農家や関係者と行政が互いに話

し合い連携できる環境を構築するため、「農畜産業再生対
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策事業」により新たな組織の立ち上げに取組んでまいりま

す。  

また、離島物流条件不利性解消のため「農林水産条件不

利性解消事業」により、不利性ロードマップを策定すると

ともに、引き続き、農林水産物の輸送経費を支援しなが

ら、将来に向けた販路の拡大、集出荷施設等の整備、輸送

コストの削減などを具体的に検討してまいります。  

農業生産基盤整備については、営農環境の向上を図る為、

区画整理等が完了している地区を優先し、畑地かんがい施

設の整備に取り組んでまいります。さらには、新規事業採択

に向けて、貢馬第２-２地区の整備計画について県との調整を継続し

ており、当地区における作物生産性と農家所得の向上及び農業経営

の安定を図ります。 

また、これに続く整備計画として、立田神地区、割目地区及び久

部良地区等についても、同様に畑地かんがい施設の整備を計画して

まいります。区画整理事業については、これまで、満田原地区及び

樽舞地区について県と調整を図っており、地権者の同意を得ながら

引き続き新規採択を目指してまいります。 

県営事業における南帆安地区については、早期完了を目指し引き

続き支援してまいります。また、嶋仲地区においては、教育委員会

と連携を図り文化財調査事業が円滑に推進できるよう支援するとと

もに、沖縄県と一体となって基盤整備計画を見直し、区画整理の早

期着工に努めてまいります。 

本町の総面積に占める森林面積は、 37.6％となっており

豊かな水資源の確保や災害防止といった大きな役割を担っ

ています。国の温暖化対策目標が 2030 年度までに温室効果

ガス 43％削減となっており、自治体においても将来に向け

た対策が求められていることから、引き続き、森林の保全・
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保護を図るため、八重山森林組合等と連携し関係整備事業

等に取組んでまいります。併せて、森林公園及び林道の管理

や緑化推進による環境保全にも取り組んでまいります。  

ウリミバエ・ミカンコミバエの再侵入を防ぐためのミバ

エ類侵入防除対策については、国・県と連携して継続的な対

策を実施してまいります。  

また、長年管理が出来ずに放置されていた、苗畑の管理に

ついては、昨年度、管理再開に向けて伐開作業等を実施して

おります。今年度は、苗畑の管理及び利活用について計画を

策定し、植樹用の苗や花の苗等を育苗し、明るい町内環境づ

くりのため町民に配布する などの事業展開に取り組んでま

いります。  

沖縄県では 11 月の第 4 木曜日を「防風林の日」と定め、

毎年関連行事を県内各市町村の 持ち回りで実施しておりま

すが、今年は、本町での開催が予定されております。本町は、

地理的に台風や季節風の常襲地域のため、防風・防潮林は重

要であることから、関連行事を契機に、より一層の普及啓発

に努めてまいります。  

 

③畜産業の振興  

畜産業については、昨年に続き子牛セリ価格の下落が続

いているため畜産農家の経営が、非常に厳しい状況にあり

ます。さらには、母牛の飼養頭数がピーク時の 1/3 程度ま

で減少している状況や家畜共済組合の体制要因もあり獣医

師の駐在が困難となる状況が発生しており、畜産農家の経

営環境は、より一層厳しい状況になっております。  

また、本町では、毎月 20 頭から 30 頭の子牛が八重山家

畜市場へ出荷されておりますが、従来のＪＡ与那国支店に
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よる搬送業務が打ち切りとなっており、現在は、民間事業

者協力のもと、旧セリ市場から八重山家畜市場まで陸上及

び海上輸送が実施されている状況です。さらには、集荷場

の老朽化や運搬用トラックが使用不能になるなど緊急的な

支援が必要な状況であったため、子牛出荷に関する緊急支

援措置を年度末に講じております。このように、畜産農家

を取り巻く環境は、非常に厳しい状況のため、畜産農家と

の意見交換を図りながら緊急的、中長期的な対策に取り組

んでまいります。  

優良母牛の導入による品種改良や母牛の改良更新のため

の支援として「優良牛繁殖雌牛導入事業」の継続実施と、

昨年設置した「与那国町繁殖肉用後継母牛購入及び保留資

金助成基金条例」を活用し品種改良や更新に取り組んでま

いります。  

本町の新規就業者について、若手の新規就農者が多いの

が畜産となっております。こうした若い担い手を優良農家

へと育て、農業経営を安定させるために必要な施策にも取

り組んでまいります。  

 

④水産業の振興と水産資源の保護活用  

黒潮の恵みを受ける与那国島近海は、豊かな漁場があり

一年を通して種類豊富な海の幸に恵まれ、漁獲量も一定の

推移を保っています。こうした特長を生かし、水産業の活性

化を図っていくため、引き続き、パヤオ設置の支援、水産物

の加工、流通コストの補填など水産業の経営安定化に向け

た取り組みとともに「沖縄県離島漁業再生支援事業」により

高付加価値化や流通体制の改善、販路拡大及び商品開発な

どに取り組んでまいります。  
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また、近年漁業従事者を取り巻く状況は、高齢化が進んで

いることから、島内外から次世代の担い手を積極的に 確保

育成することが極めて重要であり、引き続き「与那国町漁業

担い手育成プラン事業」にて漁業従事者へ の機材の更新や

購入に関する支援を行ってまいります。  

水産物の消費・流通に係る輸送コストの課題については、

引き続き、県の条件不利性解消事業及び町の補填支援にて

取り組んでまいります。  

また、漁協事務所をはじめ老朽化した漁業用施設の建て

替えに向けて、課題の整理や施設整備のための全体計画の

策定に取り組んでまいります。  

 

⑤事業継承支援による商業の振興  

依然として続いている、燃料高騰や物価高騰の影響によ

り、多くの事業者が経営継続に苦慮している状況が続いて

おります。昨年度は、令和５年度新型コロナウイルス感染

症対応地方創生臨時交付金を活用したプレミア商品券及び

観光客向けクーポンの発行により地域経済活性化対策を実

施いたしましたが、地方創生臨時交付金の継続が明確にな

っていないことから、今年度は、新たな支援策を検討して

まいります。  

また、地域経済を活性化させるためには、町内の事業者

が事業を継続できるよう、多業種の事業者に対して、それ

ぞれの課題に対応した支援が必要となることから、既存事

業者や島内で新たに起業にチャレンジする事業者、さらに

は、Ｕ・Ｉターン者による新たな起業について柔軟に対応

できるよう、商工会や金融機関等の外部団体との連携強化

を図り、必要な支援が出来るよう取り組んでまいります。  
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⑥伝統的なものづくり産業の振興  

財源確保が難航し、事業が保留となっている伝統工芸館

の建替え事業については、令和６年度一括交付金において

も特別枠の設定が見送りとなったため、依然として事業執

行が厳しい状況にあります。しかしながら、関係施設の老

朽化は深刻なため、一括交付金に併せて、起債及び一般財

源による負担も併用して財源確保に目途を付けてまいりま

す。事業の再開に際しては、近況の様々な事情に合わせて

設計単価及び設計内容の見直が必要なため、指定管理者と

の協議も行いながら対応してまいります。  

また、伝統工芸品として貴重な与那国織を将来に継承す

るためにも、担い手育成、商品開発、販売促進等に関して

伝統織物協同組合や個人事業者等との意見交換を行い、必

要な支援に取り組んでまいります。  

 

⑦観光・サービス産業の振興  

猛威を振るった新型コロナウイルス感染症が、感染症法

上の５類に移行したことで、本町の入域観光客数も令和５

年の実績が４万３６６６人とコロナ以前の状況を取り戻し

ましたが、依然として数多くの課題があり、特に宿泊施設

については、団体客の受入が困難な状況が続いておりま

す。しかしながら、民間による新たな宿泊施設の営業も確

認できることから、行政として、目標入域観光客数５万人

の早期達成に向けて取り組みを強化してまいります。  

また、入域観光客数５万人を実現するため、既存の航空

路、航路に併せて、チャーター便、クルーズ船による新た

な観光客を積極的に受け入れるため、受入体制の強化及び

条件整備に取り組んでまいります。  
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観光関連産業振興の基本となる「与那国町観光基本計

画」については、見直しが必要なため、第５次与那国町総

合計画に基づくとともに、新たな与那国町の観光産業のあ

り方を見据えた、持続可能な与那国町観光基本計画を策定

いたします。  

 

⑧八重山圏域一体となった観光施策の充実  

八重山ビジターズビューロー、石垣市・竹富町と連携し

て、八重山圏域が一体となった観光施策の推進にも取り組

んでまいります。現在は、八重山ビジターズビューローの

体制見直しも含めた協議を３市町及び外部有識者により継

続しており、具体的な目的を持った取り組みが行えるよう

取り組んでまいります。  

 

⑨島内における観光受け入れ体制の充実  

本町の観光・サービス産業の核となる、与那国町観光協

会については、昨年度、一般社団法人  与那国町観光協会

として再スタートを切っております。受け入れ体制強化の

ため人材確保が必要なことから、国の地域おこし協力隊制

度を活用し、島外の人材を確保し観光協会への派遣も予定

しております。また、今後、増えることが予想されるイン

バウンドに関しても多言語対策を含めた、受け入れ環境の

充実が必要となることから、観光協会との連携を強化しな

がら対策に取り組んでまいります。  

 

⑩デジタル地域社会の充実  

デジタル地域社会の充実に向けて、昨年度は、本町の地

域課題解決に向けたデジタルに関するニーズ調査を実施し
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ております。地域における ICT 利活用への関心は、様々な

分野でも高かったことから、今年度は「与那国町ＤＸ推進

計画書（仮称）」を策定し具体的な事業計画を検討してま

いります。  

 

４．教育の充実  

①義務教育の充実  

令和５年度に県から 1 人 1 台端末の共同調達の方針が打

ち出されましたが、当町では既に端末の導入と情報教育環

境の整備を実施しております。しかしながら、児童生徒及

び教職員が安定的で快適に利用できるよう環境を維持する

ためには、端末更新やインターネット回線環境の改善も必

要となってくることから、県との連携を図りながら環境維

持に努めてまいります。  

新たな取り組みとして「特別支援教育支援事業」をスタ

ートさせます。特別支援教育が必要な子どもやその保護者

に対する支援として、学校だけでなく幼稚園や保育所等関

係機関との連絡・調整も含めた総合的な支援を実施し、全

ての子どもにとって、より良い保育、教育環境の構築を図

ってまいります。  

都市部との教育環境格差の是正を目的に実施している、

家庭学習支援モデル事業では、前年度から試みている十五

の島発ちを意識したプログラムと祖納地区と久部良地区の

２か所の会場での授業を今年度も継続して実施いたします。

引き続き、町営学習塾だからこそできる学習プログラムの

充実に取り組んでまいります。  

また、学力向上推進施策の一つとして、キャリア教育を中

心とした講師派遣を活用し、子供たちが十五の島発ちに希
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望を持って自ら進路選択ができるよう支援してまいります。 

誰もが平等に受検機会を得ることで、学習習慣の定着と

学力向上が図れるよう、英語・数学算数・漢字各検定の受験

料を支援する検定受検料補助事業を引き続き実施してまい

ります。  

新たな取り組みとして、高校へ進学する親子を応援する

ため、教育振興への寄付金を活用して、高校入学準備に必要

となる渡航費を助成する「１５の春応援事業」実施いたしま

す。  

一括交付金を活用し支援している教育諸活動助成事業も

引き続き実施してまいります。  

給食費無償化事業についても継続すると共に、安定した

給食の提供が出来るよう、 給食センターに係る人材の確保

にも努めてまいります。  

 

②子育て支援の充実  

近年、出生数が減少傾向にあり、転勤世帯や島外出身者

世帯など身近に頼れる人がいない子育て世代が増え、子育

てを取り巻く課題は多様化しております。健やかに安心し

て子育てができる環境を整え、子育て支援への充実を図る

ため、令和 5 年 10 月に開設した、愛称「あがみパーク」

子育て支援センターでは、多くの子育て中の親子に利用し

ていただいております。今年度は、開所日数や時間など利

用者のニーズを踏まえながら、サービス内容の充実や施設

の充実を図ってまいります。  

母子保健につきましては、引き続き、子育て世代包括支

援センターにおいて妊娠期から子育て期まで、全ての妊

婦・子育て家庭への切れ目ない支援を実施し「産前・産後
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サポート事業」「伴走型相談支援事業」「母子保健推進員活

動」等のさらなる支援拡充を図ってまいります。  

また、 5 年ごとに策定する「子ども・子育て支援事業計

画」が令和 6 年で計画期間が終了することから、総合的な

子ども子育てに関する取り組みやこれまでの計画、実践、

結果に基づき、新たに「第３期与那国町子ども・子育て支

援事業計画」を策定してまいります。  

 

③幼保連携体制の充実  

保育所、幼稚園における人材不足は、依然として厳しい

課題となっております。昨年度計画しておりました「保育

士等確保総合対策事業」については、参加希望者が確保で

きなかった等の理由により、スタートすることが出来ませ

んでしたが、引き続き、与那国町内に在住し、職業に就き

ながら、保育士、保育教諭や幼稚園教諭の資格取得を希望

する方を募り、事業をスタートできるよう取り組み、人材

の安定確保を目指してまいります。  

また、長寿福祉課と連携し、認定こども園等の設置に向

け、関係部局にて取り組みを継続してまいります。  

 

④島の未来への人材育成  

島の将来を担う国際的な人材を育成するため、外国語教

育強化事業では、継続的に ALT を配置し、ネイティブな英

語に触れる機会、外国文化と直接交流する機会を子どもた

ちに提供してまいります。  

ジュニア海外語学研修派遣事業では、選抜中学生を対象

に長期休暇を利用し英語圏へ派遣を行い、語学力向上と意
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識形成、異文化体験による多様性への理解を深めることで

将来の人材育成を図ってまいります。  

地域国際交流事業では、子供たちの新たな視点を育むと

ともに、当たり前に享受していた郷土文化に対する気づき

を目的に、小学校６学年児童を対象として、現地交流・ホ

ームステイ派遣・オンライン交流・事前学習会等を実施

し、外国語学習の意欲向上、国際的視点の基盤づくり、郷

土への理解・尊重する意識の向上を図ってまいります。  

 

⑤社会教育の充実  

町民の社会教育活動を支援し、家庭・学校・地域及び社

会教育団体との密接な連携のもとに社会教育の観点に立っ

たまちづくりに努めてまいります。  

社会教育関連団体支援事業では、地域文化・スポーツの

向上や、町民相互の交流推進、社会福祉の増進など、社会

教育に関する事業を自主的な運営により行う諸団体に対

し、機会や場所の提供及び経費の一部を補助金として交付

するなど諸団体の活動を支援してまいります。  

町立図書室は令和 4 年 8 月にオープンし、現在では町民

や観光客の認知度が高まりつつあります。今後も町民の読

書活動や研究活動などの生涯学習を支援する拠点施設とし

て、利用者のニーズに応じた幅広い資料の収集、快適な読

書サービスの提供に努めてまいります。  

ヨナグニサン展示施設アヤミハビル館は、平成 14 年度

の開館から 21 年余りが経過しました。これまでの延べ利

用者は間もなく 7 万 5 千人に達し、郷土の自然や生態系を

学ぶ社会教育施設としての役割はもとより、観光施設とし

ても大きな役割を果たしてきました。今後も利用者の安全
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性を確保するとともに快適な生涯学習の環境を提供できる

よう施設の維持・管理と充実に努めてまいります。  

 

⑥生涯を通じたスポーツ活動の充実  

町内には、与那国町体育協会や児童生徒を対象としたスポーツ少

年団、社会人を対象としたバスケットボールやフットサル、陸上等

のサークル活動など、小学生から社会人まで様々なスポーツ活動を

行っている団体があります。これらの町民主体のスポーツ団体の活

動を支援・推奨していくことで、町民の健康促進、体力向上、コミ

ュニティの形成等を目指してまいります。 

また、U・I ターン等により移住した、新しい町民が島の生活に

親しみ、馴染めるようにも、スポーツを通して交流すること

は、定住化に有効なことから、生涯スポーツに取組む団体

等を支援してまいります。  

 

５．防災の強化  

①防災体制の整備・拡充  

町民の暮らしを自然災害等から守るためには、様々な情

報を基に、行政と町民が顔の見える関係を築いていく必要

があります。行政は知らせる努力、町民は知る努力をお互

い構築しながら、災害時の迅速な対応が出来る体制づくり

を目指してまいります。  

今年度は、本町の消防団に初めて救急車が配備され救急

搬送体制が強化されます。  

また、本町区域内において土砂災害防止法に基づいて、

土砂災害警戒区域の指定を受けた場所があることから、地

域防災計画の見直しを図るとともに、必要な対策に取り組

んでまいります。  
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②国境離島としての備えの充実  

国境離島という地理的特性と日本を取り巻く国際情勢が

緊迫している状況の中、本町では、国民保護法による住民

避難要領パターンの作成を求められていることから、引き

続き、より実効性の高い、与那国町避難実施要領の策定に

取り組むとともに、町民の安全に必要な基盤整備に向け

て、国や県に対し必要な要請等を継続してまいります。  

また、与那国島海域における安全な漁業活動が継続的に

実施出来るよう、速やかな情報提供体制の構築が必要であ

ることから、与那国町漁業協同組合及び関係機関とともに

与那国島海域の安全対策に取り組んでまいります。  

 

６．環境の整備  

①バランスの取れた土地利用の推進  

島の豊かな景観と自然環境を将来に引き継いでいくため

には、将来を見据えた土地利用計画を検討する必要があり

ます。重要施設周辺及び国境離島等における土地等の利用

状況の調査及び利用の規制等に関する法律による指定区域

の状況も踏まえながら、第５次与那国町総合計画に基づい

た土地利用計画の策定に取り組んでまいります。  

また、与那国農業振興地域整備計画についても見直しが

必要なことから、各分野における土地利用の方向性につい

て横断的に協議を図りながら、地域経済の活性化に資する

土地の利活用がなされるよう、バランスの取れた土地利用

の推進に取り組んでまいります。  
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②自然環境・景観の保全  

本町の大切な資源である、自然景観・生態系・海洋資源

を将来に向けて保全・維持していくためには、町民がその

豊かさを知り、守って行くことが大切です。そのために、

町民が島の農地・山林・里山・海洋の生態系を理解し学ぶ

機会を提供出来るよう努め、行政と町民による、島の資源

の維持・保全が図られるよう取り組んでまいります。  

 

③多自然を生かした河川空間の整備  

沖縄県の 2 級河川である田原川については、平成 29 年

度に河川整備基本方針が策定され、治水安全度で 30 年に

１回程度の洪水規模に対して安全に流下させる河道整備を

沖縄県が事業主体となり、総合流域防災事業により実施し

ているところであります。本町としましても、多自然を活

かした河川空間を実現するため河川の保全維持管理に努

め、引き続き水門整備も含めた町の意向が県事業に反映さ

れるよう、県事業の早期完了を目指して県と調整してまい

ります。  

 

④集落景観の保全・整備  

与那国らしい伝統的な集落建築や石垣・屋敷林といった

貴重な集落景観を未来に残していくため、与那国町景観条

例に基づき、引き続き、景観保全に取り組んでまいります。  

重要な景観建築物等についても、教育部局との連携を図

り、維持・保全に努めながら、観光資源としての利活用も図

られるよう取り組んでまいります。  
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⑤海洋環境の保全  

本町の海岸線には、多くのゴミが漂着しており、海岸の景

観、環境の保全については、苦慮している状況です。現在は、

町民の自主的なボランティア活動等により海浜の清掃活動

が実施されております。回収ゴミの処分については、行政と

して対応しておりますが、様々な漂着ゴミの処分には、課題

も多いことから、国、県とも連携を図りながら対策に取り組

んでまいります。  

 

⑥上水道・集落排水等の整備改善  

簡易水道事業については、水道の使用量が、与那国島駐屯

地の拡大、事業所等の増加に伴い年々増加傾向にあること

と、水道施設の老朽化が進んでいることから、基幹施設の更

新、耐震化等の改良が必要な状況となっております。引き続

き、水道施設（送水管）の耐震化を図るため簡易水道施設整

備事業「宇良部 -久部良送水管布設工事」を実施してまいり

ます。  

また、防衛施設周辺民生安定施設整備事業補助金を活用

し、新たな全体計画の策定及び取水施設の基幹設備更新を

図ってまいります。  

老朽化による漏水対策や維持管理、水質管理には、十分

に配慮を行いながら今後も安定した水道水を町民に供給で

きるよう努めてまいります。  

漁業集落排水事業・農業集落排水事業については、引続き

接続率向上のための取組みを強化するとともに、未整備地

区の解消に向けた取組を継続し、適正な施設の維持管理に

努めてまいります。  

 



 

- 28 - 

 

令和６年度施政方針 

⑦廃棄物処理施設の整備  

廃棄物処理施設の維持管理については、リサイクルセンター施設・

最終処分場施設・浸出水処理施設が、平成 19 年の稼働から約 15 年

が経過し、機械設備の一部が耐用年数を超えていることから、今後、

計画的な施設機能維持回復のため改修を実施してまいります。 

また、引き続き最終処分場の可燃ごみを掘起こし、焼却施設で焼

却処分することで最終処分場の延命化を図り、安全で適性なごみの

処理、環境負荷の低減に努めてまいります。 

 

⑧ゴミの減量・リサイクルの推進  

ゴミリサイクル、削減対策等につきましては、排出されるゴミの

量が依然として増加傾向にあることから、危機意識を持ち家庭ゴミ

に対する意識啓発を図るため、ゴミ処理に関する情報を積極的に公

開するとともに啓発型のイベントの実施により、町民自らゴミ減量

化に取り組む運動を推進してまいります。さらに、不法投棄防止対

策として、家電リサイクル法対象の廃家電「テレビ、エアコン、冷

凍・冷蔵庫、洗濯機・乾燥機」について「一般財団法人家電製品協

会」が公募する「離島対策事業」を活用し、町民の負担軽減のため

海上輸送費補助を実施してまいります。また、自動車のリサイクル

についても、引き続き「公益財団法人 自動車リサイクル促進セン

ター」が公募する「離島対策支援事業」を活用し、町民の負担軽減

のため海上輸送費補助を実施してまいります。 

 

⑨未利用エネルギー・再生可能エネルギーの活用推進  

早期の策定が求められている、脱炭素への取組みに必要

となる「地方公共団体実行計画」については、本年度より

計画策定に向けて取り組んでまいります。行政と町民及び

事業者で実現可能な対策を具体的に検討し、さらには、潮



 

- 29 - 

 

令和６年度施政方針 

流発電等の新たな未利用エネルギーや再生利用可能エネル

ギーの活用推進についても計画に取り込みながら、持続可

能な実行計画の策定に向けて取り組んでまいります。  

 

⑩道路・交通ネットワークの整備  

町道整備については、一部工事予定箇所の用地取得が厳しく、

事業が膠着状態であった町道東崎線の用地取得に目途がつ

いたことから、令和 6 年度より「祖納部落内線（東崎工区）道

路改良事業」の実施設計及び工事本体に着手いたします。  

また、「祖納部落内線（役場前工区）通学路緊急対策事業」で通

学路の安全確保ためカラー舗装等を施行し、本年度での事業完了を

目指してまいります。 

継続事業の「祖納部落内線（浦野工区）道路改良事業」及び与那

国駐屯地周辺道路の「樽舞 1 号線外２道路改良事業」につきまして、

工事本体に着手しており、引き続き、令和８年度の事業完了を目指

して事業を推進してまいります。 

平成２６年度当時に整備計画を進めておりましたウブドゥマイ浜

へのアクセス道路について、令和 6 年度において事業化に向けた「観

光地道路整備事業」の調査業務に取り組んでまいります。 

町道の維持補修につきましては、ガードレール等の老朽化が多く

見られることから、既存道路の点検調査・情報収集を行い、更

新・補修が必要な箇所の優先状況を判断しながら維持補修を

実施し、道路利用者の安全確保に努めてまいります。 

県道 217 号線については、令和 6 年度、なんた浜側より本体工事

へ着手する事となっております。引き続き、県道 216 号線、県道 217

号線を利用する町民の安全が早期に確保されるよう事業進捗の加速

を沖縄県に要望してまいります。 
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⑪与那国空港の拡充  

与那国町の玄関口として人々の交流・往来や、様々な産

業を支える与那国空港の老朽化への対応と施設機能の拡充

は、住民の生活安定と地域経済の振興と発展を図る上で最

も重要な施策であります。さらには、昨今の国際情勢の緊

張から想定される台湾有事等の島民避難対応を想定する上

で、滑走路の延長、機能拡充は必要であることから、引き

続き、国及び県へ要請を行ってまいります。  

また、空港タ一ミナルは狭隘な環境と老朽化に伴う雨漏

りなど施設の劣化が著しいことから、空港利用者が安心し

て利用できるよう、空港ターミナルの建替え又は改修に向

けて取り組んでまいります。  

 

⑫祖納港、その他新たな港湾の整備  

祖納港につきましては、台風接近時の荒天や毎年 10 月

から 3 月は北風の強い季節風の影響を受けるため、港湾内

で安全に小型船舶が係留することが困難なっており、利用

者は、久部良漁港の一時利用及び一時避難をしている状況

であります。利用者が、安全に祖納港の通年利用が可能と

なるよう県に防波堤等を中心とした港湾改修整備を引き続

き要望してまいります。  

祖納港南側船上場の巻上機室の整備については、令和 5

年度に実施設計に着手を行っており、令和 6 年度中の事業

完了を目指して事業を推進してまいります。  

また、船尾岸工事に係る基礎工事については、諸事情に

より進捗に遅れが生じておりますが、船舶利用者の安全な

航行が行えるよう、引き続き、県と調整を図りながら早期

の竣工を目指してまいります。  
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新たな港湾の整備についても、必要な要請を国及び沖縄

県に引き続き行ってまいります。  

 

⑬町民の多目的広場の確保  

町民のためのスポーツ広場、自然災害への対策としての

防災公園、地域コミュニティの新たな場所として、様々な

機能を備えた、町民のための多目的広場の整備に関して、

財源確保も含めた全体計画の作成に取り組んでまいりま

す。基本構想としましては、各集落内の適切な場所を選定

し、全体として３か所に多目的広場の整備を計画してまい

ります。  

 

７．行財政の充実  

①自治公民館などを中心とした住民自治の推進  

行政運営において、自治公民館との連携は重要でありま

す。地域の祭事、芸能の保存継承だけではなく、集落の自

治、地域活動や災害時における自治公民館の役割は、非常

に重要であることから、引き続き、自治公民館の自主的な

活動が活性化されるよう支援を図るとともに、自治公民館

との連携強化に取り組んでまいります。  

 

②住民と行政の協働によるまちづくりの推進  

高齢化、人口減少が進む中において、行政サービスを維持

するためには、住民と行政が協働して、まちづくりに取り組

む必要があります。協働によるまちづくりの推進にあった

ては、十分な情報の発信と 相互の信頼関係構築を図る必要

があることから、ホームページや広報、SNS 等の発信ツール

も活用した関係構築に取り組んでまいります。  
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また、自治基本条例の策定に向けても、引き続き、検討し

てまいります。  

 

③健全な行財政運営の徹底  

今年度の当初予算編成にあたっては、目的、成果を明確

にした予算編成に取り組んでおります。第５次与那国町総

合計画を基に事業の目的、成果を明確にすることで、適切

で効果的な予算執行に繋がると考えております。  

また、予算要求に際して作成された「歳出予算事業概要

書」に基づいて、事業終了後の評価を実施し、公表するこ

とで、さらなる、健全な行財政運営が図れるよう取り組ん

でまいります。  

 

④民間活力活用による財政負担の軽減の推進  

公共施設の更新及び維持や多様化する行政サービスへの

対応に係る行政の財政的、人的負担は、年々増加しており

ます。この状況の改善を図るためには、民設民営といった

新たな事業手法を積極的に取り入れる必要があります。そ

のための導入マニュアルやガイドラインとして「官民一体

型・新産業推進基本計画」を策定しております。今年度

は、当該計画書を基に、新たな産業の検討や住宅不足等の

行政課題の解決に向けて取り組んでまいります。  

 

⑤ DX の活用等成果のあがる行政執行体制の確立  

便利で安心・安全な住民サービスを提供するにあたり、

デジタル・ ICT 技術は行政執行体制の強化に重要なツール

になりうることから、行政の DX 推進をしてまいります。  
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本年度は、地域と行政の DX 推進の指針となる「与那国町

DX 推進計画書（仮称）」を策定予定しております。  

さらには、 DX 推進計画と並行して「デジタル社会の実現

に向けた重点計画」による、自治体の基幹業務の標準化・

共通化に継続して取り組んでまいります。  

また、テレワークの普及により、社会全体をとりまくデ

ジタル環境が急激に変化する一方で、セキュリティリスク

は増加の一途をたどっております。併せて、ガバメントク

ラウド関連文書は、セキュリティの観点により取扱いに、

留意する必要があり、今後 AI や生成 AI を活用するにあた

り「情報セキュリティポリシー」の改定は、必須だと考え

おります。このようなデジタル社会の変化に必要な対応を

踏まえながら、引き続き、庁内の行政 DX を推進してまい

ります。  

 

⑥行政における人材育成体制の確立  

安定した職員確保に向け「沖縄県離島町村職員採用共同

試験」による共同試験に引き続き取り組んでまいります。  

また「離島市町村職員研修」を実施し職員の資質向上に

つながる取り組みに努めてまいります。  

 

⑦自主財源の確保  

重要な自主財源である町税については、適正な課税と納

付期限内の納付を図るため国及び県との連携を密にし、併

せて電子システム化を推進してまいります。また、世界情

勢の急激な変化に伴う原油価格・物価高騰による社会情勢

を鑑み、納税義務者に対してよりきめ細かな納税相談・納
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税指導を実施するとともに完納に導けるよう、職員の資質

向上を図り、納税意識の促進に取り組んでまいります。  

 

⑧公共施設の統合・再整備  

本町の公共施設等総合管理計画に基づき、個別施設計画

の更新や財源確保のために必要な計画等の策定に取り組ん

でまいります。  

また、公共施設の行動計画年次表をもとに修繕費用や建

て替え時期の見直し、限りある財源の能率的な運用を図る

ため優先度を明確にしてまいります。  

既存の老朽化が進む公共施設については、運用方針を

「維持・長寿命化」「更新」「複合化」「集約化」「転用」

「廃止」の中から見定め、計画的な公共施設の整備や維持

管理、長寿命化や統廃合に取り組んでまいります。  

 

⑨町役場の建替え  

新庁舎建設の位置については、議会と議論を重ねてまい

りましたが、去る、１月の臨時議会において、与那国町字

与那国８５４番地 1（測候所南側高台の町有地）に決定し

たところであります。  

また、関連するコミュニティ供用施設整備事業について

は、令和６年度から新庁舎複合施設内におけるコミュニテ

ィ供用施設のゾーニング計画などを検討してまいります。

併せて、本年度９月からは新庁舎建設事業の基本設計業務

に着手してまいります。  

引き続き、住民及び議会に対して丁寧な説明を図りなが

ら令和９年度末の完成を目指して取り組んでまいります。  
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むすびに  

令和６年度の町政運営にあたり、私の基本姿勢と、所信の

一端を申し述べてまいりましたが、これらの諸施策を執行

するにあたりましては、職員とともに、迅速、確実、丁寧、

公平、親切な行政サービスを常に心がけ、行政運営にまい進

する所存であります。  

令和６年度当初予算編成にあたっては、第５次与那国町

総合計画に基づき、行政課題に対する必要な対策を講じ、将

来に向けて確実に成果を出せるよう予算編成を行いました。 

また、簡易水道事業特別会計、集落排水事業特別会計につ

いては、公営企業会計移行後の予算編成を行っております。 

その結果、令和６年度予算については、以下に編成し予算

案を提案する次第であります。  

 

令和６年度の予算  

 

一   般   会   計   予   算・・・・・・ 3,419,107,000 円  

国民健康保険事業特別会計予算・・・・・ 274,132,000 円  

介護保険事業特別会計予算・・・・・・・ 144,836,000 円  

後期高齢者医療特別会計予算・・・・・・・10,358,000 円  

公営企業会計  

簡易水道事業特別会計予算・・・・・・・ 413,430,000 円  

集落排水事業特別会計予算・・・・・・・ 120,478,000 円  

 

予算案の詳細については、予算審議の際、改めてご説明申

し上げます。  

町民の皆様、町議会議員並びに関係者各位の一層のご理

解、ご協力を賜り、課題山積みの難局を、町民の皆様と共に

乗り越えることができるものと確信しております。  

伏してお願い申し上げ、私の施政方針といたします。  

 

令和６年３月１１日  

与那国町長   糸 数 健 一  
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